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審
査

会
合

コ
メ

ン
ト

回
答

N
o

.5
-1

-1
１

．
第

２
段

階
以

降
の

解
体

の
方

法
に

係
る

計
画

に
つ

い
て

第
２

段
階

以
降

に
行

う
解

体
の

方
法

に
つ

い
て

の
具

体
的

事
項

に
つ

い
て

は
、

第
１

段
階

に
実

施
す

る
残

存
放

射
能

調
査

の
結

果
や

２
次

系
設

備
の

解
体

撤
去

の
経

験
等

を
踏

ま
え

、
解

体
撤

去
の

手
順

や
工

法
、

放
射

性
廃

棄
物

の
処

理
及

び
管

理
方

法
等

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
、

廃
止

措
置

計
画

に
反

映
す

る
こ

と
と
し

て
い

た
。

第
２

段
階

以
降

の
「解

体
撤

去
の

手
順

」に
つ

い
て

は
、

解
体

対
象

施
設

を
「２

次
系

設
備

」、
「原

子
炉

周
辺

設
備

」及
び

「原
子

炉
領

域
」に

分
け

、
廃

止
措

置
全

体
を

見
通

し
た

上
で

、
そ

れ
ぞ

れ
、

各
段

階
で

解
体

撤
去

す
る

設
備

に
つ

い
て

大
筋

の
考

え
方

で
整

理
し

た
計

画
と
し

て
い

る
。

個
別

機
器

の
詳

細
な

解
体

手
順

に
つ

い
て

は
、

こ
の

大
筋

の
考

え
方

に
基

づ
き

、
設

備
の

維
持

期
間

、
ク

リア
ラ

ン
ス

物
や

放
射

性
廃

棄
物

の
処

理
状

況
等

を
踏

ま
え

て
、
解

体
撤

去
す

る
機

器
を

個
別

に
選

定
し

て
い

く。
ま

た
、

「解
体

撤
去

の
解

体
工

法
」に

つ
い

て
は

、
既

往
の

工
事

の
経

験
や

知
見

に
基

づ
き

、
具

体
的

な
解

体
機

器
に

応
じ

て
選

定
し

て
い

く。
本

資
料

に
お

い
て

こ
れ

ら
の

考
え

方
に

つ
い

て
説

明
す

る
。

ま
た

、
第

２
段

階
以

降
の

解
体

撤
去

工
事

を
計

画
す

る
に

当
た

り
、

第
１

段
階

の
結

果
や

経
験

を
踏

ま
え

て
反

映
す

る
内

容
に

つ
い

て
も

説
明

す
る

。
（

１
）

各
解

体
撤

去
工

事
（

「２
次

系
設

備
」、

「原
子

炉
周

辺
設

備
」及

び
「原

子
炉

領
域

」の
解

体
撤

去
工

事
）

の
解

体
手

順
及

び
工

法
の

選
定

の
考

え
方

⇒
P２

～
P7

（
２

）
第

１
段

階
の

経
験

等
（

残
存

放
射

能
調

査
や

２
次

系
設

備
の

解
体

撤
去

の
経

験
等

）
を

踏
ま

え
、
第

２
段

階
以

降
の

解
体

撤
去

工
事

計
画

に
反

映
し

た
事

項
⇒

P8
～

P9

1

1



審
査

会
合

コ
メ

ン
ト

回
答

N
o

.5
-1

-1

「２
次
系
設
備
」の
解
体
撤
去
の
手
順
に
つ
い
て

２
．

（
１

）
各

解
体

撤
去

工
事

の
解

体
手

順
及

び
工

法
の

選
定

の
考

え
方

（
１

／
６

）

原
子

炉
周

辺
設

備
解

体
撤

去
期

間
（

第
２

段
階

）
（

20
22

～
20

35
年

）

原
子

炉
領

域
解

体
撤

去
期

間
（

第
３

段
階

）
（

20
36

～
20

41
年

）

２
次

系
設

備
の

解
体

撤
去

２
次

系
設

備
の

解
体

撤
去

で
は

、
タ

ー
ビ

ン
建

屋
の

解
体

時
に

支
障

とな
る

大
型

機
器

か
ら

解
体

撤
去

す
る

。
大

型
機

器
の

解
体

撤
去

後
、
そ

の
他

の
機

器
を

解
体

し
て

い
き

、
タ

ー
ビ

ン
建

屋
は

第
３

段
階

に
解

体
撤

去
す

る
計

画

そ
の

他
機

器
解

体

タ
ー

ビ
ン

建
屋

解
体

大
型

機
器

解
体

そ
の

他
機

器
解

体

大
型
機
器
解
体

タ
ー

ビ
ン

建
屋

解
体

に
支

障
とな

る
大

型
機

器
（

発
電

機
及

び
湿

分
分

離
器

）
を

第
２

段
階

の
前

半
で

解
体

撤
去

す
る

。
そ

の
他

の
大

型
機

器
（

タ
ー

ビ
ン

、
復

水
器

、
脱

気
器

）
に

つ
い

て
は

、
第

１
段

階
中

に
解

体
撤

去
す

る
。

そ
の
他
機
器
解
体

大
型

機
器

解
体

撤
去

後
、
各

機
器

の
維

持
期

間
等

に
応

じ
て

、
そ

の
他

の
機

器
を

解
体

撤
去

す
る

。

タ
ー
ビ
ン
建
屋
解
体

タ
ー

ビ
ン

建
屋

内
に

維
持

が
必

要
な

機
器

が
な

い
こ

とを
確

認
し

、
タ

ー
ビ

ン
建

屋
の

解
体

撤
去

を
実

施
す

る
。

2

2



審
査

会
合

コ
メ

ン
ト

回
答

N
o

.5
-1

-1

「原
子
炉
周
辺
設
備
」の
解
体
撤
去
の
手
順
に
つ
い
て

原
子
炉
補
助
建
屋
内

①
保

管
エ

リア
予

定
場

所
お

よ
び

作
業

エ
リア

の
機

器
解

体
例

）
内

部
ス

プ
レ

ポ
ン

プ
室

、
1次

系
純

水
タ

ン
ク

等
②

保
管

エ
リア

確
保

後
、
保

管
エ

リア
予

定
場

所
以

外
の

機
器

解
体

例
）

体
積

制
御

タ
ン

ク
室

、
非

再
生

ク
ー

ラ
室

等
②

d
第

２
段

階
に

引
き

続
き

、
原

子
炉

補
助

建
屋

内
機

器
の

解
体

例
）

換
気

空
調

設
備

、
廃

棄
物

処
理

設
備

等
③

核
燃

料
物

質
の

搬
出

後
、
使

用
済

燃
料

ピ
ット

を
解

体
例

）
使

用
済

燃
料

ピ
ット

、
燃

料
ラ

ック
原
子
炉
格
納
容
器
内

①
保

管
エ

リア
予

定
場

所
の

機
器

解
体

例
）

格
納

容
器

循
環

空
調

装
置

②
保

管
エ

リア
確

保
後

、
保

管
エ

リア
予

定
場

所
以

外
の

機
器

解
体

例
）

加
圧

器
逃

し
タ

ン
ク

等
②

d
第

２
段

階
に

引
き

続
き

、
格

納
容

器
内

機
器

の
解

体
例

）
冷

却
材

ド
レ

ン
タ

ン
ク

等
③

安
全

貯
蔵

完
了

後
、
解

体
例

）
蒸

気
発

生
器

、
加

圧
器

等

原
子

炉
周

辺
設

備
解

体
撤

去
期

間
（

第
２

段
階

）
（

20
22

～
20

35
年

）

原
子

炉
領

域
解

体
撤

去
期

間
（

第
３

段
階

）
（

20
36

～
20

41
年

）

原
子

炉
周

辺
設

備
の

解
体

撤
去

②
d

格
納

容
器

の
機

器
解

体

③
安

全
貯

蔵
範

囲
の

機
器

解
体

②
d

原
子

炉
補

助
建

屋
の

機
器

解
体

③
使

用
済

燃
料

ピ
ット

の
解

体
①

保
管

エ
リア

予
定

場
所

等
の

機
器

解
体

②
原

子
炉

補
助

建
屋

の
機

器
解

体

①
保

管
エ

リア
予

定
場

所
の

機
器

解
体

②
格

納
容

器
の

機
器

解
体

原
子

炉
格

納
容

器
内

原
子

炉
補

助
建

屋
内

解
体

撤
去

物
を

保
管

・処
理

す
る

エ
リア

を
確

保
す

る
た

め
に

、
ま

ず
、
原

子
炉

補
助

建
屋

内
の

保
管

エ
リア

等
設

置
予

定
場

所
を

先
行

し
て

解
体

撤
去

し
、

そ
の

後
は

各
機

器
の

維
持

期
間

等
に

応
じ

て
解

体
撤

去
を

進
め

る
。

ま
た

、
原

子
炉

格
納

容
器

の
機

器
解

体
に

つ
い

て
も

、
保

管
エ

リア
設

置
予

定
場

所
を

先
行

し
て

解
体

撤
去

し
、
そ

の
後

は
各

機
器

の
維

持
期

間
等

に
応

じ
て

解
体

撤
去

を
進

め
る

。

２
．

（
１

）
各

解
体

撤
去

工
事

の
解

体
手

順
及

び
工

法
の

選
定

の
考

え
方

（
２

／
６

）
3

3



審
査

会
合

コ
メ

ン
ト

回
答

N
o

.5
-1

-1

解
体

エ
リア

の
選

定
 

残
存

放
射

能
調

査
結

果
に

基
づ

き
、

解
体

撤
去

物
の

多
くが

Ｎ
Ｒ

や
Ｃ

Ｌ
物

で
あ

る
原

子
炉

補
助

建
屋

内
（

性
能

維
持

施
設

に
影

響
し

な
い

範
囲

）
を

エ
リア

ご
と
に

分
け

、
•

保
管

エ
リア

とし
て

活
用

で
き

る
面

積
が

大
き

い
エ

リア
•

解
体

物
量

が
比

較
的

少
な

い
エ

リア
•

物
流

を
考

慮
し

、
Ｃ

Ｌ
処

理
な

どの
作

業
場

所
とし

て
利

用
可

能
な

エ
リア

•
上

記
の

エ
リア

の
解

体
に

合
わ

せ
て

解
体

す
る

こ
と
が

合
理

的
な

エ
リア

を
優

先
的

に
解

体
す

る
エ

リア
とし

て
選

定
 

そ
の

他
の

エ
リア

は
、
保

管
エ

リア
確

保
後

に
解

体
す

る
エ

リア
とし

て
選

定

解
体

工
法

の
選

定

 
各

解
体

エ
リア

内
の

全
設

備
を

解
体

対
象

機
器

とし
て

抽
出

し
、
そ

の
中

か
ら

、
安

全
貯

蔵
範

囲
及

び
性

能
維

持
施

設
を

除
く設

備
を

第
２

段
階

に
解

体
す

る
機

器
と
し

て
選

定
。
残

りの
設

備
は

第
３

段
階

に
解

体
 

解
体

に
伴

う
追

加
的

な
汚

染
が

発
生

し
な

い
よ

う
、
残

存
放

射
能

調
査

結
果

に
基

づ
く放

射
能

レ
ベ

ル
の

低
い

も
の

か
ら

原
則

解
体

を
実

施
（

N
R

→
C

L→
L3

→
L2

）

解
体

機
器

の
選

定

 
解

体
機

器
に

応
じ

て
、
被

ば
く低

減
及

び
作

業
安

全
性

の
観

点
か

ら
熱

的
切

断
又

は
機

械
的

切
断

を
選

定
す

る
な

ど、
合

理
的

な
解

体
工

法
を

選
定

個
別
機
器
の
詳
細
な
解
体
手
順
（
エ
リ
ア
・機
器
の
選
定
）
及
び
解
体
工
法
の
選
定
概
要
（
原
子
炉

周
辺
設
備
）

２
．

（
１

）
各

解
体

撤
去

工
事

の
解

体
手

順
及

び
工

法
の

選
定

の
考

え
方

（
３

／
６

）
4

4



審
査

会
合

コ
メ

ン
ト

回
答

N
o

.5
-1

-1

種
類

工
法

機
器

の
例

基
本

的
な

考
え

方

金
属

熱
的

切
断

（
プ

ラ
ズ

マ
溶

断
、
ハ

イ
ド

ロ
溶

断
等

）

熱
交

換
器

熱
交

換
器

、
タ

ン
ク

類
に

つ
い

て
は

、
解

体
対

象
が

大
型

で
あ

り
、

バ
ン

ド
ソ

ー
を

持
っ
た

解
体

が
困

難
た

め
、

作
業

性
が

良
く、

作
業

時
間

が
短

縮
で

き
る

熱
的

切
断

を
採

用
す

る
。

タ
ン

ク
類

大
口

径
配

管
（

10
0A

超
過

）
一

般
的

な
バ

ン
ド

ソ
ー

の
切

断
間

口
サ

イ
ズ

を
考

慮
す

る
と

10
0A

が
切

断
で

き
る

上
限

で
あ

り
、

そ
れ

以
上

の
大

き
さ

の
配

管
は

熱
的

切
断

とす
る

。

機
械

的
切

断
（

バ
ン

ド
ソ

ー
、
ジ

グ
ソ

ー
等

）
小

口
径

配
管

（
10

0A
以

下
）

作
業

管
理

の
容

易
性

、
安

全
性

（
火

災
防

護
）

等
の

観
点

か
ら

機
械

切
断

を
採

用
す

る
。

弁
、
ポ

ン
プ

コ
ン

ク
リー

ト
は

つ
り等

（
ブ

レ
ー

カ
ー

、
破

砕
機

）
一

次
遮

蔽
壁

（
低

線
量

）
放

射
能

濃
度

の
低

い
の

コ
ン

ク
リー

ト
の

解
体

は
、
ブ

レ
ー

カ
ー

や
破

砕
機

を
用

い
た

は
つ

りで
行

う。
二

次
遮

蔽
壁

 
金

属
機

器
の

解
体

は
、
運

転
中

か
ら

の
改

造
工

事
等

の
経

験
、
第

１
段

階
で

の
２

次
系

設
備

の
解

体
撤

去
の

経
験

等
を

踏
ま

え
、
分

解
・取

外
し

し
た

後
、
作

業
管

理
の

容
易

性
等

の
観

点
か

ら
、
基

本
的

に
は

バ
ン

ド
ソ

ー
等

を
用

い
た

機
械

的
切

断
に

よ
り実

施
す

る
。

た
だ

し
、
作

業
時

間
や

作
業

性
の

観
点

か
ら

、
タ

ン
ク

類
、
大

口
径

配
管

等
の

大
型

機
器

の
解

体
に

お
い

て
は

プ
ラ

ズ
マ

溶
断

等
の

熱
的

切
断

を
選

択
す

る
。

 
低

線
量

の
コ

ン
ク

リー
ト

の
解

体
は

、
ブ

レ
ー

カ
ー

や
破

砕
機

を
用

い
た

は
つ

りで
実

施
す

る
。

 
運

転
中

に
発

生
し

た
高

線
量

の
使

用
済

制
御

棒
、
使

用
済

バ
ー

ナ
ブ

ル
ポ

イ
ズ

ン
等

に
つ

い
て

は
、
専

用
の

解
体

装
置

を
用

い
て

、
水

中
で

の
機

械
的

切
断

を
遠

隔
操

作
で

実
施

す
る

。

解
体
工
法
の
選
定
（
原
子
炉
周
辺
設
備
）

解
体

工
法

選
定

の
基

本
的

な
考

え
方

２
．

（
１

）
各

解
体

撤
去

工
事

の
解

体
手

順
及

び
工

法
の

選
定

の
考

え
方

（
４

／
６

）
5

5



審
査

会
合

コ
メ

ン
ト

回
答

N
o

.5
-1

-1

支
持
構
造
物

キ
ャ
ビ

テ
ィに

水
を

張
り、

キ
ャ
ビ

テ
ィ内

の
架

台
に

支
持

構
造

物
を

設
置

し
、
遠

隔
操

作
で

専
用

の
解

体
装

置
を

用
い

て
容

器
に

収
納

可
能

な
大

き
さ

ま
で

水
中

で
機

械
的

切
断

し
、
容

器
に

収
納

す
る

。

原
子
炉
容
器

キ
ャ
ビ

テ
ィ水

張
り時

に
原

子
炉

容
器

上
蓋

を
吊

り上
げ

、
EL

.1
0.

0M
の

フ
ロ

ア
上

で
解

体
す

る
。

キ
ャ
ビ

テ
ィ水

抜
き

後
、
原

子
炉

容
器

内
の

水
を

抜
き

な
が

ら
、
遠

隔
操

作
で

専
用

の
解

体
装

置
を

用
い

て
容

器
に

収
納

可
能

な
大

き
さ

ま
で

気
中

で
熱

的
も

し
くは

機
械

的
切

断
し

、
容

器
に

収
納

す
る

。

一
次
遮
蔽
壁

原
子

炉
容

器
解

体
後

に
放

射
線

量
の

高
い

炉
心

周
辺

の
コ

ン
ク

リー
ト

は
、
ワ

イ
ヤ

ソ
ー

切
断

も
し

くは
大

型
コ

ア
ボ

ー
リン

グ
法

に
よ

り遠
隔

操
作

で
切

り
出

し
、
気

中
で

切
断

し
て

容
器

に
収

納
す

る
。
線

量
の

低
い

外
側

の
コ

ン
ク

リー
ト

は
、
は

つ
り
用

重
機

等
を

用
い

て
解

体
す

る
。

原
子

炉
領

域
解

体
撤

去
期

間
（

第
３

段
階

）
（

20
36

～
20

41
年

）

原
子

炉
領

域
の

解
体

撤
去

原
子

炉
領

域
は

、
支

持
構

造
物

、
原

子
炉

容
器

及
び

一
次

遮
蔽

壁
の

順
に

解
体

す
る

。
解

体
工

法
に

つ
い

て
は

、
将

来
の

技
術

の
発

展
等

も
踏

ま
え

、
安

全
か

つ
合

理
的

な
工

法
を

選
定

す
る

。

支
持

構
造

物

原
子

炉
容

器

一
次

遮
蔽

壁

「原
子
炉
領
域
」の
解
体
撤
去
手
順
及
び
工
法
案
に
つ
い
て

２
．

（
１

）
各

解
体

撤
去

工
事

の
解

体
手

順
及

び
工

法
の

選
定

の
考

え
方

（
５

／
６

）
6

解
体
工
法
案

6



審
査

会
合

コ
メ

ン
ト

回
答

N
o

.5
-1

-1

「原
子
炉
領
域
」の
解
体
撤
去
イ
メ
ー
ジ

第
３

段
階

に
実

施
す

る
高

線
量

機
器

で
あ

る
「原

子
炉

容
器

」及
び

「支
持

構
造

物
」の

解
体

撤
去

イ
メ

ー
ジ

に
つ

い
て

以
下

に
示

す
。

上
蓋

解
体

炉
心

そ
う
切

断
（

水
中

切
断

）
胴

部
切

断
原

子
炉

容
器

上
蓋

吊
り上

げ
下

部
鏡

部
吊

上
げ

、
細

断

原
子

炉
容

器

遠
隔
切
断
装
置
を
用
い
た
水
中
お
よ
び
気
中
切
断

汚
染
拡
大
防
止
措
置

汚
染
拡
大
防
止
措
置

ポ
ー

ラ
ー

ク
レ

ー
ン

に
て

、
上

蓋
を

吊
り

上
げ

る
。

上
蓋

を
吊

り上
げ

る
。

上
蓋

用
の

解
体

装
置

を
用

い
て

、
解

体
を

行
う

。
解

体
し

た
上

蓋
の

切
断

片
は

容
器

へ
の

収
納

を
行

う
。

切
断

作
業

は
気

中
で

熱
的

も
し

くは
機

械
的

切
断

で
実

施
す

る
。

支
持

構
造

物
解

体
装

置
に

て
、

支
持

構
造

物
を

容
器

に
収

納
可

能
な

大
き

さ
に

切
断

す
る

。
解

体
作

業
は

全
て

水
中

機
械

的
切

断
に

て
実

施
す

る
。

原
子

炉
容

器
解

体
装

置
に

て
、

原
子

炉
容

器
を

容
器

に
収

納
可

能
な

大
き

さ
に

切
断

す
る

。
解

体
時

は
原

子
炉

容
器

内
を

水
抜

き
し

な
が

ら
行

う
た

め
、

切
断

作
業

は
気

中
で

熱
的

も
し

くは
機

械
的

切
断

で
実

施
す

る
。

原
子

炉
容

器
の

下
部

鏡
を

専
用

吊
具

に
て

キ
ャ
ビ

テ
ィ

上
へ

移
動

し
、

容
器

に
収

納
可

能
な

大
き

さ
に

細
断

し
、

容
器

へ
収

納
す

る
。

切
断

作
業

は
気

中
で

熱
的

も
し

く
は

機
械

的
切

断
で

実
施

す
る

。

支
持

構
造

物
解

体
装

置
原

子
炉

容
器

解
体

装
置

２
．

（
１

）
各

解
体

撤
去

工
事

の
解

体
手

順
及

び
工

法
の

選
定

の
考

え
方

（
６

／
６

）
7

7



審
査

会
合

コ
メ

ン
ト

回
答

N
o

.5
-1

-1

廃
止

措
置

工
事

得
ら

れ
た

内
容

（
□

結
果

、
■

経
験

等
）

系
統

除
染

 
系

統
除

染
に

よ
り
、
管

理
区

域
内

の
線

量
率

低
減

 
性

能
維

持
施

設
を

誤
っ
て

解
体

・切
断

し
な

い
よ

う
に

工
事

を
実

施
 

放
射

線
遮

へ
い

の
設

置
 

堰
等

の
設

置
に

よ
る

汚
染

拡
大

防
止

措
置

 
防

塵
マ

ス
ク

等
の

防
保

護
具

の
着

用
 

高
線

量
区

域
に

お
け

る
立

入
り
制

限
措

置

残
存

放
射

能
調

査
 

解
体

対
象

施
設

内
の

放
射

能
分

布
を

把
握

 
廃

止
措

置
期

間
中

に
お

け
る

放
射

性
気

体
/液

体
/固

体
廃

棄
物

の
発

生
量

を
評

価

 
高

線
量

物
取

扱
い

時
の

遠
隔

装
置

の
使

用
 

放
射

線
遮

へ
い

の
設

置
 

堰
等

の
設

置
に

よ
る

汚
染

拡
大

防
止

措
置

 
防

塵
マ

ス
ク

等
の

防
保

護
具

の
着

用

2次
系

設
備

の
解

体
撤

去
 

性
能

維
持

施
設

を
誤

っ
て

解
体

・切
断

し
な

い
よ

う
に

工
事

を
実

施
 

火
気

使
用

工
事

に
お

け
る

防
火

対
策

の
実

施
 

局
所

送
風

機
設

置
に

よ
る

ガ
ス

化
物

質
の

拡
散

防
止

対
策

 
高

所
作

業
で

の
転

落
・落

下
防

止
対

策
 

解
体

工
事

時
の

ア
ス

ベ
ス

ト
拡

散
防

止
対

策
 

防
塵

マ
ス

ク
等

の
防

保
護

具
の

着
用

第
１
段
階
に
実
施
し
た
廃
止
措
置
工
事
で
得
ら
れ
た
実
施
結
果
及
び
経
験
に
つ
い
て

３
．

（
２

）
第

１
段

階
の

経
験

等
を

踏
ま

え
、

第
２

段
階

以
降

の
解

体
撤

去
工

事
計

画
に

反
映

し
た

事
項

（
１

／
２

）
8

8



審
査

会
合

コ
メ

ン
ト

回
答

N
o

.5
-1

-1

経
験
等
（
実
施
し
た
安
全
対
策
等
）

 
性

能
維

持
施

設
、
安

全
貯

蔵
範

囲
を

誤
っ

て
解

体
・切

断
し

な
い

よ
うに

工
事

を
実

施
 

局
所

送
風

機
設

置
に

よ
る

ガ
ス

化
物

質
の

拡
散

防
止

対
策

 
火

気
使

用
工

事
に

お
け

る
防

火
対

策
の

実
施

 
解

体
工

事
の

ア
ス

ベ
ス

ト
拡

散
防

止
対

策
 

高
所

作
業

で
の

転
落

・落
下

防
止

対
策

 
高

線
量

物
取

扱
い

時
の

遠
隔

装
置

の
使

用
 

堰
等

の
設

置
に

よ
る

汚
染

拡
大

防
止

措
置

 
防

塵
マ

ス
ク

等
の

防
保

護
具

の
着

用
 

高
線

量
区

域
に

お
け

る
立

入
り
制

限
措

置
 

放
射

線
遮

へ
い

の
設

置
等

2次
系

設
備

の
解

体
撤

去

系
統

除
染

2次
系

設
備

の
解

体
撤

去

実
施
結
果

 
系

統
除

染
範

囲
の

線
量

率
低

減
 

施
設

内
の

放
射

能
分

布
を

把
握

 
放

射
能

レ
ベ

ル
別

の
放

射
性

気
体

/液
体

/
固

体
廃

棄
物

の
発

生
量

を
評

価

残
存

放
射

能
調

査

第
２

段
階

以
降

の
廃

止
措

置
計

画

原
子

炉
周

辺
設

備
の

解
体

撤
去

原
子

炉
領

域
の

解
体

撤
去

第
1
段
階
の
経
験
と
第
２
段
階
以
降
の
廃
止
措
置
計
画
へ
の
具
体
的
な
反
映
内
容
に
つ
い
て

第
１

段
階

の
実

施
内

容

第
2段

階
以

降
の

計
画

策
定

時
の

反
映

事
項

第
1段

階
の

実
施

結
果

、
経

験
等

系
統

機
器

内
面

に
付

着
し

た
放

射
性

物
質

を
薬

品
に

よ
り
化

学
的

に
除

去
す

る
。

建
屋

等
の

解
体

撤
去

〇
解
体
撤
去
物
の
保
管
エ
リ
ア
の
容
量
、
解

体
物
流
の
設
定

〇
工
事
エ
リ
ア
の
放
射
線
レ
ベ
ル
の
把
握

〇
工
事
エ
リ
ア
の
放
射
線
レ
ベ
ル
の
低
減
対

策
の
検
討

〇
解
体
撤
去
工
事
等
に
伴
い
発
生
す
る
気

体
/液
体
廃
棄
物
に
よ
る
周
辺
影
響
確
認

〇
安
全
上
問
題
な
く工
事
を
実
施
し
た
経
験

を
活
か
し
、
引
き
続
き
同
様
の
安
全
対
策

等
を
徹
底
し
て
工
事
を
実
施

解
体

対
象

施
設

内
の

金
属

お
よ

び
コ

ン
ク

リー
ト

の
試

料
を

採
取

及
び

放
射

能
測

定
等

に
よ

って
施

設
内

の
汚

染
状

況
を

詳
細

に
評

価
す

る
。

放
射

性
物

質
に

よ
る

汚
染

の
無

い
タ

ー
ビ

ン
建

屋
内

等
に

設
置

さ
れ

た
設

備
の

解
体

撤
去

を
行

う
。

原
子

炉
領

域
以

外
の

管
理

区
域

内
設

備
の

解
体

撤
去

を
行

う

支
持

構
造

物
等

の
原

子
炉

領
域

の
解

体
撤

去
を

行
う
。

放
射

性
物

質
に

よ
る

汚
染

の
無

い
タ

ー
ビ

ン
建

屋
内

等
に

設
置

さ
れ

た
設

備
の

解
体

撤
去

を
行

う
。

原
子

炉
格

納
容

器
、
原

子
炉

補
助

建
屋

等
を

解
体

撤
去

す
る

。

３
．

（
２

）
第

１
段

階
の

経
験

等
を

踏
ま

え
、

第
２

段
階

以
降

の
解

体
撤

去
工

事
計

画
に

反
映

し
た

事
項

（
２

／
２

）
9

9
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審
査

会
合

コ
メ

ン
ト

回
答

N
o

.5
-1

-1
第

１
段

階
工

事
実

績
系

統
除

染

プ
ラ

ン
ト

主
要

材
質

除
染

係
数

※

平
均

値
目

標
値

１
号

機
イ

ン
コ

ネ
ル

８
９

３
０

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

３
２

２
号

機
イ

ン
コ

ネ
ル

１
７

４
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
３

０

【系
統

除
染

結
果

】

※
除

染
係

数
(除

染
前

の
機

器
の

表
面

線
量

率
)/

(除
染

後
の

機
器

の
表

面
線

量
率

)

【工
事

目
的

】
解

体
工

事
の

作
業

者
の

被
ば

く線
量

低
減

及
び

放
射

性
廃

棄
物

の
放

射
能

濃
度

低
減

を
図

る
た

め
、

系
統

機
器

内
面

に
付

着
し

た
放

射
性

物
質

を
薬

品
に

よ
り
化

学
的

に
除

去
す

る
。

【経
験

等
（

実
施

し
た

安
全

対
策

等
）

】
 
性
能
維
持
施
設
、
安
全
貯
蔵
範
囲
を
誤
っ
て
解
体
・切
断
し
な
い
よ
う
に
工
事
を
実
施

 
放
射
線
遮
へ
い
の
設
置

特
に

高
線

量
とな

る
、
系

統
除

染
で

使
用

す
る

仮
設

樹
脂

塔
・仮

設
フ

ィル
タ

等
の

周
辺

や
サ

ン
プ

ル
収

納
作

業
エ

リア
の

周
辺

に
は

、
鉛

板
を

使
用

し
た

被
ば

く低
減

エ
リア

を
設

置
し

た
。

 
堰
等
の
設
置
に
よ
る
汚
染
拡
大
防
止
措
置

系
統

除
染

を
行

う
前

に
試

運
転

を
実

施
し

、
機

器
・配

管
か

ら
の

漏
え

い
が

な
い

こ
とを

確
認

す
る

とと
も

に
、
漏

え
い

が
発

生
し

た
場

合
に

備
え

、
除

染
装

置
周

囲
に

汚
染

拡
大

防
止

囲
い

を
設

け
、
汚

染
拡

大
防

止
措

置
を

講
じ

た
。

 
防
塵
マ
ス
ク
な
ど
の
防
保
護
具
の
着
用

ダ
ス

ト
サ

ン
プ

ラ
ー

等
に

よ
る

空
気

中
放

射
性

物
質

濃
度

の
サ

ン
プ

リン
グ

測
定

を
行

い
、
工

事
エ

リア
内

の
空

気
中

放
射

性
物

質
濃

度
を

監
視

し
、
必

要
に

応
じ

マ
ス

ク
等

の
適

切
な

防
保

護
具

を
着

用
し

た
。

 
高
線
量
区
域
に
お
け
る
立
ち
入
り
制
限
措
置

系
統

除
染

工
事

作
業

中
及

び
廃

樹
脂

移
送

作
業

に
よ

り線
量

当
量

率
が

上
昇

す
る

た
め

、
格

納
容

器
全

域
及

び
補

助
建

屋
の

一
部

を
標

識
等

の
掲

示
、
ロ

ー
プ

等
に

よ
り区

別
し

、
立

ち
入

り
禁

止
措

置
を

行
う
。

10
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審
査

会
合

コ
メ

ン
ト

回
答

N
o

.5
-1

-1
第

１
段

階
工

事
実

績
残

存
放

射
能

調
査

工
事

【工
事

概
要

】

作
業

員
の

被
ば

く低
減

お
よ

び
合

理
的

な
解

体
工

法
の

策
定

を
目

的
と
し

て
、

金
属

お
よ

び
コ

ン
ク

リー
ト

の
試

料
を

採
取

し
、

放
射

能
測

定
等

に
よ

っ
て

施
設

内
の

汚
染

状
況

を
正

確
に

把
握

【経
験

等
（

実
施

し
た

安
全

対
策

等
）

】

 
高
線
量
物
取
扱
い
時
の
遠
隔
装
置
の
採
用

原
子

炉
容

器
、
支

持
構

造
物

か
ら

の
サ

ン
プ

ル
採

取
等

は
、
遠

隔
装

置
を

用
い

て
行

った
。

 
放
射
線
遮
へ
い
の
設
置

 
汚
染
拡
大
防
止
措
置

 
防
保
護
具
の
着
用

放
射

能
レ

ベ
ル

区
分

美
浜

１
号

機
美

浜
２

号
機

放
射

性 廃
棄

物

放
射

能
レ

ベ
ル

の
比

較
的

高
い

も
の

（
Ｌ

１
）

約
80

約
80

放
射

能
レ

ベ
ル

の
比

較
的

低
い

も
の

（
Ｌ

２
）

約
62

0
約

79
0

放
射

能
レ

ベ
ル

の
極

め
て

低
い

も
の

（
Ｌ

３
）

約
2,

38
0

約
2,

51
0

放
射

性
物

質
とし

て
扱

う
必

要
の

な
い

も
の

（
C
L）

約
6,

40
0

約
7,

50
0

※
１

:
端

数
を

切
り
上

げ
し

て
い

る
た

め
、
合

計
が

合
わ

な
い

こ
とが

あ
る

。

放
射

性
固

体
廃

棄
物

の
推

定
発

生
量

汚
染

の
推

定
分

布
図

（
美

浜
1号

炉
）

11
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審
査

会
合

コ
メ

ン
ト

回
答

N
o

.5
-1

-1
第

１
段

階
工

事
実

績
2次

系
解

体
工

事
（

継
続

作
業

中
）

1階
面

２
階

面

３
階

面

屋
上

:
解

体
中

:
撤

去
済

済
済

済
済済 済 済

済

済 済

済 済
２

済

済
済済済

撤
去

中

撤
去

中

済 済 済済

済

撤
去

中

済

済

【工
事

概
要

】

放
射

性
物

質
に

よ
る

汚
染

の
無

い
タ

ー
ビ

ン
建

屋
内

等
に

設
置

さ
れ

た
設

備
の

解
体

撤
去

を
行

う
。

【経
験

等
（

実
施

し
た

安
全

対
策

等
）

】

 
性
能
維
持
施
設
を
誤
っ
て
解
体
・切
断
し
な
い
よ
う
に
工
事
を
実
施

 
火
気
使
用
工
事
に
お
け
る
防
火
対
策
の
実
施

工
事

エ
リア

に
火

気
切

断
エ

リア
を

設
け

、
火

の
粉

飛
散

、
ノ
ロ

滴
下

時
の

火
災

防
護

措
置

を
行

う
。

 
局
所
送
風
機
設
置
に
よ
る
ガ
ス
化
物
質
の
拡
散
防
止
対
策

必
要

に
応

じ
て

局
所

フ
ィル

タ
お

よ
び

局
所

排
風

機
を

設
置

し
、
ガ

ス
化

物
質

（
ヒ
ュ
ー

ム
）

の
放

出
抑

制
・拡

散
防

止
を

実
施

し
た

。
 
高
所
作
業
で
の
転
落
・落
下
防
止
対
策

12
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審
査

会
合

コ
メ

ン
ト

回
答

N
o

.5
-1

-1

①
解

体
準

備
期

間
（

20
16

～
20

21
年

）
②

原
子

炉
周

辺
設

備
解

体
撤

去
期

間
（

20
22

～
20

35
年

）

主
な

解
体

機
器

〇
2次

系
設

備
の

解
体

撤
去

2次
系

の
主

要
な

大
型

機
器

の
解

体
（

タ
ー

ビ
ン

、
復

水
器

等
）

主
な

解
体

機
器

〇
2次

系
設

備
の

解
体

撤
去

主
要

な
大

型
機

器
の

解
体

（
発

電
機

等
）

2次
系

機
器

の
解

体
（

復
水

器
空

気
抽

出
ポ

ン
プ

等
）

〇
原

子
炉

周
辺

設
備

の
解

体
撤

去
原

子
炉

補
助

建
屋

内
の

機
器

解
体

（
体

積
制

御
タ
ン

ク
等

）
格

納
容

器
内

の
機

器
解

体
（

格
納

容
器

循
環

空
調

装
置

等
）

③
原

子
炉

領
域

解
体

撤
去

期
間

（
20

36
～

20
41

年
）

④
建

屋
等

解
体

撤
去

期
間

（
20

42
～

20
45

年
）

主
な

解
体

機
器

〇
2次

系
設

備
の

解
体

撤
去

2次
系

機
器

の
解

体
（

海
水

ポ
ン

プ
等

）
、
タ

ー
ビ

ン
建

屋
解

体
〇

原
子

炉
周

辺
設

備
の

解
体

撤
去

原
子

炉
補

助
建

屋
内

の
機

器
解

体
（

使
用

済
み

燃
料

ピ
ット

等
）

格
納

容
器

内
の

機
器

解
体

（
加

圧
器

、
蒸

気
発

生
器

等
）

〇
原

子
炉

領
域

の
解

体
撤

去

主
な

解
体

機
器

〇
建

屋
等

の
解

体
撤

去

主
な

解
体

範
囲

主
な

解
体

範
囲

主
な

解
体

範
囲

主
な

解
体

範
囲

機
器

・建
屋

の
解

体
範

囲
に

つ
い

て
13
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審
査

会
合

コ
メ

ン
ト

回
答

N
o

.5
-1

-1

第
２

段
階

以
降

の
廃

止
措

置
計

画

主
な

変
更

点
（

第
2段

階
以

降
の

廃
止

措
置

計
画

の
具

体
化

に
伴

う
変

更
に

つ
い

て
）

第
１

段
階

の
廃

止
措

置
工

事

第
2段

階
以

降
の

廃
止

措
置

計
画

へ
の

反
映

事
項

第
1段

階
の

廃
止

措
置

工
事

の
実

施
結

果
、
経

験
等

系
統

除
染

系
統

機
器

内
面

に
付

着
し

た
放

射
性

物
質

を
薬

品
に

よ
り化

学
的

に
除

去
す

る
。

残
存

放
射

能
調

査

解
体

対
象

施
設

内
の

金
属

お
よ

び
コ

ン
ク

リー
ト

の
試

料
を

採
取

及
び

放
射

能
測

定
等

に
よ

っ
て

施
設

内
の

汚
染

状
況

を
詳

細
に

評
価

す
る

。

2次
系

設
備

の
解

体
撤

去

放
射

性
物

質
に

よ
る

汚
染

の
無

い
タ

ー
ビ

ン
建

屋
内

等
に

設
置

さ
れ

た
設

備
の

解
体

撤
去

を
行

う
。

本
文

五
（

解
体

方
法

）

◇
原

子
炉

周
辺

設
備

の
解

体
撤

去

◇
原

子
炉

領
域

の
解

体
撤

去

本
文

十
（

放
射

性
廃

棄
物

の
管

理
）

◇
放

射
性

気
体

/液
体

廃
棄

物
管

理

◇
放

射
性

固
体

廃
棄

物
管

理

◇
放

射
性

固
体

廃
棄

物
の

発
生

量
評

価

添
付

三
（

放
射

線
被

ば
く管

理
）

◇
平

常
時

の
周

辺
影

響
評

価

◇
放

射
線

業
務

従
事

者
の

被
ば

く評
価

添
付

四
（

事
故

時
評

価
）

◇
事

故
時

の
周

辺
影

響
評

価

添
付

五
（

汚
染

分
布

）

◇
施

設
内

の
汚

染
分

布
評

価

・解
体

撤
去

範
囲

、
物

流
の

設
定

・保
管

エ
リア

とし
て

利
用

す
る

エ
リア

選
定

・保
管

エ
リア

の
容

量
設

定

・解
体

撤
去

工
事

に
伴

い
発

生
す

る
気

体
/

液
体

/固
体

廃
棄

物
の

管
理

方
法

検
討

・放
射

性
固

体
廃

棄
物

の
発

生
量

を
評

価

・解
体

撤
去

工
事

に
伴

い
発

生
す

る
平

常
時

の
気

体
/液

体
廃

棄
物

の
放

出
量

及
び

周
辺

公
衆

へ
の

影
響

を
評

価
・解

体
撤

去
工

事
に

お
け

る
放

射
線

業
務

従
事

者
の

被
ば

く線
量

を
評

価

・解
体

撤
去

工
事

で
想

定
さ

れ
る

事
故

時
の

気
体

/液
体

廃
棄

物
の

放
出

量
及

び
周

辺
公

衆
へ

の
影

響
を

評
価

・解
体

対
象

施
設

の
汚

染
分

布
を

評
価

本
文

五
（

解
体

方
法

）

◇
原

子
炉

周
辺

設
備

の
解

体
撤

去

◇
原

子
炉

領
域

の
解

体
撤

去
等

・安
全

に
工

事
を

実
施

し
た

経
験

を
活

か
し

、
第

2
段

階
以

降
の

解
体

撤
去

工
事

に
お

け
る

手
順

・
工

法
や

安
全

対
策

等
を

検
討

実
施
結
果

 
系

統
除

染
に

よ
り
、
管

理
区

域
内

の
線

量
率

低
減

 
残

存
放

射
能

調
査

に
よ

り、
解

体
対

象
施

設
内

の
放

射
能

分
布

を
把

握
 

残
存

調
査

能
調

査
に

よ
り、

廃
止

措
置

期
間

中
に

お
け

る
放

射
性

気
体

/液
体

/固
体

廃
棄

物
の

発
生

量
を

評
価

経
験
等
（
実
施
し
た
安
全
対
策
等
）

 
性

能
維

持
施

設
、

安
全

貯
蔵

範
囲

を
誤

っ
て

解
体

・切
断

し
な

い
よ

う
に

工
事

を
実

施
 

局
所

送
風

機
設

置
に

よ
る

ガ
ス

化
物

質
の

拡
散

防
止

対
策

 
火

気
使

用
工

事
に

お
け

る
防

火
対

策
の

実
施

 
解

体
工

事
時

の
ア

ス
ベ

ス
ト

拡
散

防
止

対
策

 
高

所
作

業
で

の
転

落
・落

下
防

止
対

策
 

高
線

量
物

取
扱

い
時

の
遠

隔
装

置
の

使
用

 
堰

等
の

設
置

に
よ

る
汚

染
拡

大
防

止
措

置
 

防
塵

マ
ス

ク
等

の
防

保
護

具
の

着
用

 
高

線
量

区
域

に
お

け
る

立
入

り制
限

措
置

 
放

射
線

遮
へ

い
の

設
置

等

14
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審
査

会
合

コ
メ

ン
ト

回
答

N
o

.5
-1

-1

準
備

期
間

（
第

１
段

階
）

（
20

16
～

20
21

年
）

原
子

炉
周

辺
設

備
解

体
撤

去
期

間
（

第
２

段
階

）
（

20
22

～
20

35
年

）

原
子

炉
領

域
解

体
撤

去
期

間
（

第
３

段
階

）
（

20
36

～
20

41
年

）

建
屋

等
解

体
撤

去
期

間
（

第
４

段
階

）
（

20
42

～
20

45
年

）

全
体

工
程

a. ２
次

系
設

備
の

解
体

撤
去

b. 原
子

炉
周

辺
設

備
の

解
体

撤
去

c. 原
子

炉
領

域
の

解
体

撤
去

d. 建
屋

等
の

解
体

撤
去

原
子

炉
周

辺
設

備
の

解
体

撤
去

系
統

除
染 残

存
放

射
能

調
査

核
燃

料
物

質
の

搬
出 ２

次
系

設
備

の
解

体
撤

去

原
子

炉
領

域
の

解
体

撤
去

建
屋

等
の

解
体

撤
去

安
全

貯
蔵

大
型

機
器

解
体

２
次

系
の

主
要

な
大

型
機

器
の

解
体

例
)

・タ
ー

ビ
ン

・復
水

器
・脱

気
器

等

大
型

機
器

解
体

第
１

段
階

に
引

き
続

き
、

主
要

な
大

型
機

器
の

解
体

例
)

・発
電

機
・湿

分
分

離
加

熱
器

そ
の

他
機

器
解

体
２

次
系

機
器

の
解

体
例

）
そ

の
他

の
小

型
機

器
等

そ
の

他
機

器
解

体

原
子

炉
補

助
建

屋
保

管
エ

リア
予

定
場

所
等

の
機

器
解

体

原
子

炉
補

助
建

屋
の

機
器

解
体

格
納

容
器

保
管

エ
リア

予
定

場
所

の
機

器
解

体

格
納

容
器

の
機

器
解

体

保
管

エ
リア

予
定

場
所

お
よ

び
除

染
等

を
行

う
エ

リア
の

機
器

解
体

例
)

・内
部

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
室

・余
熱

除
去

ク
ー

ラ
室

等
保

管
エ

リア
確

保
後

、
保

管
エ

リア
予

定
場

所
以

外
の

機
器

解
体

例
)

・体
積

制
御

タ
ン

ク
室

・非
再

生
ク
ー

ラ
室

等

第
２

段
階

に
引

き
続

き
２

次
系

機
器

の
解

体

タ
ー

ビ
ン

建
屋

解
体

機
器

も
併

せ
て

解
体

保
管

エ
リア

予
定

場
所

の
機

器
解

体
例

)
・格

納
容

器
循

環
空

調
装

置
保

管
エ

リア
確

保
後

、
保

管
エ

リア
予

定
場

所
以

外
の

機
器

解
体

例
)

・加
圧

器
逃

し
タ
ン

ク
等

格
納

容
器

の
機

器
解

体

安
全

貯
蔵

後
、
解

体
す

る
。

例
)

・蒸
気

発
生

器
・加

圧
器

等

第
２

段
階

に
引

き
続

き
、
格

納
容

器
内

機
器

の
解

体

格
納

容
器

安
全

貯
蔵

範
囲

の
機

器
解

体

原
子

炉
補

助
建

屋
の

機
器

解
体

第
２

段
階

に
引

き
続

き
、

原
子

炉
補

助
建

屋
内

機
器

の
解

体

支
持

構
造

物

原
子

炉
容

器

一
次

遮
蔽

壁

支
持

構
造

物
、
原

子
炉

容
器

、
一

時
遮

蔽
壁

の
順

に
解

体
す

る
。

格
納

容
器

解
体

原
子

炉
補

助
建

屋
解

体

管
理

区
域

解
除

後
に

、
建

屋
解

体
を

実
施

す
る

。

原
子

炉
補

助
建

屋
使

用
済

み
燃

料
ピ

ット
の

解
体

核
燃

料
物

質
の

搬
出

後
、
使

用
済

み
燃

料
ピ

ット
を

解
体

す
る

。

各
解

体
撤

去
工

事
の

解
体

手
順

及
び

工
法

の
選

定
の

考
え

方
に

つ
い

て

①
②

③
④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨
⑩

⑪

15
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1
コ

メ
ン

ト
回

答
N

o
.6

-2
-1

水
温

が
55

℃
を

超
え

る
よ

う
な

状
況

で
推

移
す

る
こ

とを
想

定
し

た
際

の
、
設
備
へ
の
影
響

に
つ

い
て

以
下

の
通

り整
理

。

換
気

空
調

停
止

等
に

よ
る

水
温

上
昇

水
温

～
55

℃

水
温

～
65

℃

・S
FP

水
を

通
水

す
る

設
備

の
最

高
使

用
温

度
は

、
上

表
の

とお
り
で

あ
り、

脱
塩

塔
樹

脂
を

除
き

、
水

温
が

試
験

時
よ

り上
昇

し
て

も
影

響
は

な
い

。
・一

方
、
脱

塩
塔

樹
脂

は
60

℃
以

下
で

の
使

用
制

限
が

あ
る

。
こ

こ
で

、
水

温
が

60
℃

以
上

に
上

昇
す

る
ケ

ー
ス

と
し

て
、
停

電
時

に
換

気
空

調
が

停
止

す
る

ケ
ー

ス
が

想
定

さ
れ

る
。
（

換
気

空
調

の
故

障
／

点
検

時
は

代
替

策
が

あ
る

た
め

。
）

・脱
塩

塔
樹

脂
に

よ
る

浄
化

は
年

１
回

程
度

の
実

施
頻

度
の

も
の

で
、
非

常
時

に
は

実
施

不
要

な
も

の
で

あ
る

た
め

、
水

温
が

60
℃

以
上

とな
る

非
常

時
（

停
電

時
）

に
実

施
は

不
要

で
あ

る
。

湿
度

・湿
度

が
高

く、
建

屋
壁

面
な

ど
で

冷
却

さ
れ

結
露

水
が

発
生

し
た

場
合

は
、
結

露
水

は
床

ド
レ

ン
を

通
じ

て
廃

液
ホ

ー
ル

ド
ア

ップ
タ

ン
ク

に
流

入
す

る
。

・湿
度

が
著

し
く上

昇
す

る
状

況
とし

て
は

、
⾧

期
停

電
に

よ
り換

気
空

調
が

停
止

す
る

ケ
ー

ス
が

想
定

さ
れ

る
が

、
そ

の
場

合
は

停
電

の
早

期
復

旧
を

実
施

し
、

機
器

に
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

よ
う
に

す
る

。

設
備

最
高

使
用

温
度

使
用

済
燃

料
ピ

ット
６

５
℃

使
用

済
燃

料
ピ

ット
ポ

ン
プ

９
５

℃

使
用

済
燃

料
ピ

ット
冷

却
装

置
９

５
℃

燃
料

ピ
ット

脱
塩

塔
９

５
℃

脱
塩

塔
樹

脂
６

０
℃

表
SF

P水
を

通
水

す
る

設
備

S
FP

水
温

上
昇

に
よ

る
設

備
や

作
業

な
どへ

の
影

響
に

つ
い

て
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2

水
温

が
55

℃
を

超
え

る
よ

う
な

状
況

で
推

移
す

る
こ

とを
想

定
し

た
際

の
、
作
業
へ
の
影
響

に
つ

い
て

以
下

の
通

り整
理

。

S
FP

水
温

上
昇

に
よ

る
設

備
や

作
業

な
どへ

の
影

響
に

つ
い

て
コ

メ
ン

ト
回

答
N

o
.6

-2
-1

[対
策

]
・作

業
者

に
ク

ー
ル

ベ
ス

ト
の

着
用

・ス
ポ

ット
ク

ー
ラ

ー
に

よ
り
室

温
を

下
げ

る

前
面

背
面

ク
ー

ル
ベ

ス
ト

ス
ポ

ット
ク

ー
ラ

ー

水
温

～
55

℃

・熱
中

症
な

ど
に

な
り
や

す
い

作
業

環
境

で
は

、
右

の
よ

う
な

対
策

を
講

じ
、

労
働

災
害

発
生

の
防

止
に

努
め

る
。

水
温

～
65

℃

・水
温

が
55

℃
以

上
と
な

る
ケ

ー
ス

で
は

、
さ

ら
に

熱
中

症
な

ど
に

な
りや

す
い

作
業

環
境

に
な

る
た

め
、
同

対
策

を
講

じ
、
労

働
災

害
発

生
の

防
止

に
努

め
る

と
と
も

に
、
作

業
困

難
と
判

断
し

た
場

合
は

作
業

を
中

止
す

る
。

換
気

空
調

停
止

等
に

よ
る

水
温

上
昇

（
試

験
時

の
S
FP

周
辺

の
室

温
～

36
℃

 ）
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コ
メ

ン
ト

回
答

N
o.

1
3
-1

-2

解
体

撤
去

物
の

解
体

時
に

発
生

す
る

放
射

性
気

体
廃

棄
物

の
放

出
量

の
計

算
に

お
い

て
は

、
解

体
工

法
に

よ
って

変
わ

る
飛

散
率

や
欠

損
割

合
等

を
考

慮
し

て
い

る
。

本
資

料
で

は
、
評

価
し

て
い

る
全

て
の

解
体

工
法

に
つ

い
て

、
代

表
的

な
機

器
を

例
と
し

て
放

出
量

計
算

の
過

程
を

示
す

。

＜
気

体
廃

棄
物

の
放

出
量

計
算

過
程

の
概

要
＞

・解
体

対
象

物
の

残
存

放
射

能
調

査
で

評
価

し
た

イ
ン

ベ
ン

ト
リに

、
各

解
体

工
法

に
よ

っ
て

設
定

し
た

飛
散

率
、
欠

損
割

合
を

乗
じ

る
。

・汚
染

拡
大

防
止

囲
い

を
設

置
す

る
解

体
撤

去
物

（
原

子
炉

容
器

及
び

支
持

構
造

物
）

に
つ

い
て

は
、
汚

染
拡

大
防

止
囲

い
か

ら
の

漏
え

い
率

及
び

汚
染

拡
大

防
止

囲
い

局
所

フ
ィル

タ
の

捕
集

効
率

を
更

に
乗

じ
る

。
・こ

れ
ら

に
建

屋
排

気
フ

ィル
タ

の
捕

集
効

率
を

乗
じ

、
放

出
量

を
評

価
す

る
。

解
体

撤
去

に
伴

い
発

生
す

る
放

射
性

気
体

廃
棄

物
の

大
気

へ
の

移
行

フ
ロ

ー

平
常

時
被

ば
く評

価
に

お
け

る
放

射
性

気
体

廃
棄

物
の

計
算

過
程

1
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コ
メ

ン
ト

回
答

N
o.

1
3
-1

-2

1
号
炉

設
備

汚
染

の
種

類
核

種
の

例
※

１

イ
ン

ベ
ン

ト
リ

（
B

q）

［
A

］

解
体

工
法

飛
散

率
（

%
）

［
B
］

欠
損

割
合

（
%

）

［
C
］

汚
染

拡
大

防
止

囲
い

か
ら

の
漏

え
い

率
［

D
］

汚
染

拡
大

防
止

囲
い

局
所

フ
ィル

タ
の

捕
集

効
率

［
E］

建
屋

排
気

フ
ィル

タ
の

捕
集

効
率

［
F］

放
出

量
（

B
q）

－
－

－
A

 ×
B

/1
00

 ×
C
/1

00
×

｛
D

＋
(1

-
D

)×
（

1
-

E
)

｝
×

(
1

-
F

) 
=

 放
出

量

支
持

構
造

物
二

次
的

C
o-

60
1.

2×
10

10
水

中
機

械
的

切
断

※
1

30
15

5×
10

－
3

0.
99

0.
99

7.
8×

10
4

放
射

化
C

o-
60

2.
7×

10
16

2×
10

－
5

1.
2×

10
5

充
て

ん
ポ

ン
プ

二
次

的
C

o-
60

1.
3×

10
8

気
中

機
械

的
切

断

30
7.

5
1

－
※

2
0.

99
3.

0×
10

4

一
次

冷
却

材
配

管
二

次
的

C
o-

60
1.

4×
10

10
30

7.
5

1
－

※
2

0.
99

3.
2×

10
6

放
射

化
C

o-
60

2.
3×

10
11

2×
10

－
2

3.
5×

10
4

原
子

炉
容

器

二
次

的

H
-3

8.
8×

10
6

気
中

熱
的

切
断

70
（

ガ
ス

状
）

7.
5

5×
10

－
3

0
0

4.
6×

10
5

C
-1

4
1.

2×
10

8
6.

5×
10

6

C
o-

60
3.

8×
10

9
70

0.
99

0.
99

3.
0×

10
4

放
射

化

H
-3

7.
9×

10
12

11
（

ガ
ス

状
）

0
0

6.
5×

10
10

C
-1

4
1.

6×
10

11
1.

3×
10

9

C
o-

60
8.

7×
10

13
11

0.
99

0.
99

1.
1×

10
8

使
用

済
制

御
棒

放
射

化
C

o-
60

1.
6×

10
14

水
中

機
械

的
切

断
※

2
2×

10
－

5
7.

5
1

－
※

2
0.

99
2.

4×
10

4

放
射

性
気

体
廃

棄
物

の
放

出
量

の
計

算
過

程
（

そ
の

１
）

※
１

:
全

55
核

種
に

つ
い

て
計

算
し

て
い

る
が

、
代

表
核

種
に

つ
い

て
記

載
※

２
:

汚
染

拡
大

防
止

囲
い

の
設

置
を

考
慮

し
て

い
な

い
た

め
、
漏

え
い

率
は

「1
」と

し
、
局

所
フ

ィル
タ

の
捕

集
効

率
を

「－
」と

し
て

い
る

。

2
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コ
メ

ン
ト

回
答

N
o.

1
3
-1

-2

1
号
炉

設
備

汚
染

の
種

類
核

種
の

例
※

１

イ
ン

ベ
ン

ト
リ

（
B

q）

［
A

］

解
体

工
法

飛
散

率
（

%
）

［
B
］

欠
損

割
合

（
%

）

［
C
］

汚
染

拡
大

防
止

囲
い

か
ら

の
漏

え
い

率
［

D
］

汚
染

拡
大

防
止

囲
い

局
所

フ
ィル

タ
の

捕
集

効
率

［
E］

建
屋

排
気

フ
ィル

タ
の

捕
集

効
率

［
F］

放
出

量
（

B
q）

－
－

－
A

 ×
B

/1
00

 ×
C
/1

00
×

｛
D

＋
(1

-
D

)×
（

1
-

E
)

｝
×

(
1

-
F

) 
=

 放
出

量

一
次

遮
蔽

壁
放

射
化

H
-3

2.
0×

10
13

気
中

機
械

的
切

断

6.
8

（
ガ

ス
状

）

15
1

－
※

2

0
2.

1×
10

11

0.
07

0.
99

2.
1×

10
7

C
o-

60
4.

0×
10

11
0.

1
5.

9×
10

5

キ
ャ
ビ

テ
ィ壁

放
射

化
C

o-
60

2.
5×

10
7

機
械

的
は

つ
り

20
10

0
1

－
※

2
0.

99
5.

1×
10

4

放
射

性
気

体
廃

棄
物

の
放

出
量

の
計

算
過

程
（

そ
の

２
）

※
１

:
全

55
核

種
に

つ
い

て
計

算
し

て
い

る
が

、
代

表
核

種
に

つ
い

て
記

載
※

２
:

汚
染

拡
大

防
止

囲
い

の
設

置
を

考
慮

し
て

い
な

い
た

め
、
漏

え
い

率
は

「1
」と

し
、
局

所
フ

ィル
タ

の
捕

集
効

率
を

「－
」と

し
て

い
る

。

３
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コ
メ

ン
ト

回
答

N
o.

1
3
-1

-2

1
号
炉

設
備

汚
染

の
種

類
核

種
の

例
※

イ
ン

ベ
ン

ト
リ

（
B

q）

［
A

］
解

体
工

法

液
中

移
行

率
（

%
）

［
G

］

欠
損

割
合

（
%

）

［
H

］

放
射

性
液

体
廃

棄
物

処
理

時
の

除
染

係
数

［
I］

放
出

量
（

B
q）

－
－

－
A

 ×
G

/1
00

 ×
H

/1
00

×
1/

I 
=

 放
出

量

支
持

構
造

物

二
次

的
H

-3
2.

7×
10

7

水
中

機
械

的
切

断
※

1

10
0

（
水

）

15
※

1

1
4.

1×
10

6

C
o-

60
1.

2×
10

10
10

0
1.

0×
10

5
1.

7×
10

4

放
射

化
H

-3
2.

1×
10

14
0.

5
（

水
）

1
1.

5×
10

11

C
o-

60
2.

7×
10

16
0.

5
1.

0×
10

5
2.

0×
10

8

使
用

済
制

御
棒

放
射

化
H

-3
4.

4×
10

12
水

中
機

械
的

切
断

※
2

0.
5

（
水

）
7.

5※
2

1
1.

6×
10

9

C
o-

60
1.

6×
10

14
0.

5
1.

0×
10

5
6.

1×
10

5

放
射

性
液

体
廃

棄
物

の
放

出
量

の
計

算
過

程

※
:

全
55

核
種

に
つ

い
て

計
算

し
て

い
る

が
、
代

表
核

種
に

つ
い

て
記

載

放
射

性
液

体
廃

棄
物

の
放

出
量

の
計

算
に

お
い

て
も

、
放

射
性

気
体

廃
棄

物
と同

様
に

評
価

し
て

い
る

全
て

の
解

体
工

法
に

つ
い

て
、
代

表
的

な
機

器
を

例
とし

て
放

出
量

計
算

の
過

程
を

示
す

。

＜
液

体
廃

棄
物

の
放

出
量

計
算

過
程

の
概

要
＞

・解
体

対
象

物
の

イ
ン

ベ
ン

ト
リに

、
各

解
体

工
法

に
よ

って
設

定
し

た
液

中
移

行
率

、
欠

損
割

合
を

乗
じ

る
。

・ト
リチ

ウ
ム

以
外

の
核

種
に

つ
い

て
は

、
液

体
廃

棄
物

処
理

設
備

に
よ

る
除

去
を

見
込

ん
だ

除
去

係
数

を
乗

じ
て

放
出

量
を

評
価

す
る

。

４
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コメント回答 No.13-1-6 

放出管理目標値として Co60 を設定している理由について 

 

１．放出管理目標値について 

「発電用軽水型原子炉施設周辺の線量目標値に関する指針」では、発電用軽水炉の通常運転時

における環境への放射性物質の放出に伴う周辺公衆の受ける線量を低く保つための努力目標として、施

設周辺の公衆の受ける線量についての目標値（以下「線量目標値」」）を実効線量で年間 50μSv と

定めている。 

原子力発電所では、この線量目標値を達成するための年間の放射性物質の放出量を「放出管理目

標値」として保安規定に定め、この値を超えないように管理することはもとより、放射性物質の放出を合理

的に達成可能な限り低く抑えるよう努力している。 

運転中においては、原子炉設置許可申請書において、周辺公衆の受ける線量評価に用いた核種の

放出量を基に放出管理目標値を設定し、保安規定に規定して運用している。 

廃止措置においては、廃止措置計画申請書において、周辺公衆の受ける線量評価に用いた核種の

放出量を基に放出管理目標値を設定し、保安規定に規定して運用している。第 2 段階以降の廃止措

置における周辺公衆の受ける線量評価に用いた核種については、下表の通り、運転中の評価対象核種

と異なる。 

 設置許可申請書 廃止措置計画書（第 2 段階以降） 

実効線量（μSv） 約 7.9 約 5.4 

評価対象核種 気体 希ガス、I-131、I-133 H-3、C-14、Co-60、Pu-239、 
Am-241 

液体 H-3、Cr-51、Mn-54、Fe-59、 
Co-58、Co-60、Sr-89、Sr-90、 
I-131、Cs-134、Cs-137 

H-3、Fe-55、Co-60 

 

２．放出管理目標値の設定の考え方 

廃止措置第２段階以降における放射性気体廃棄物及び放射性液体廃棄物の周辺公衆の受ける

線量の評価対象核種は、上表のとおり、H-3、C-14、Fe-55、Co-60、Pu-239、Am-241 である。 

この内、Co-60 は、その他の核種（H-3、C-14、Fe-55、Pu-239、Am-241）に比べ、γ線スペク

トロメトリーによる測定によって核種の定量が容易なこと、また、測定試料の分離・精製など複雑な放射

化学分析が不要で、測定が容易である。 

Co-60 と、その他核種（H-3 を除く）は、解体撤去により発生し、気中・液中へ移行、放出までの過

程が同様であることから、迅速に測定ができ定量性の良い Co-60 を監視・管理することにより、H-3 を除

くその他核種についても監視・管理することが可能である。また、H-3 については、使用済燃料ピット水等

に保有しており、これを徐々に放出処理していくため、年間放出量を保安規定で規定し管理する。 

以上のことから、放射性気体廃棄物及び放射性液体廃棄物ともに、放出管理目標値をCo-60で設

定することとしている。 
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放
射

性
液

体
廃

棄
物

の
放

出
時

は
、

海
水

ポ
ン

プ
及

び
（

又
は

）
循

環
水

ポ
ン

プ
に

よ
り取

水
し

、
放

水
口

で
放

出
す

る
海

水
を

希
釈

水
と
し

て
い

る
。

今
回

申
請

の
廃

止
措

置
計

画
添

付
書

類
三

に
お

け
る

平
常

時
の

一
般

公
衆

へ
の

被
ば

く評
価

で
は

、
1,

2号
炉

放
水

口
の

希
釈

水
に

利
用

す
る

ポ
ン

プ
と

し
て

２
号

炉
海

水
ポ

ン
プ

の
流

量
を

希
釈

水
量

と
し

て
設

定
（

定
格

流
量

2,
20

0m
3
/h

×
8,

76
0h

×
0.

8=
約

1.
54

×
10

7 m
3 /

年
）

し
、

年
間

の
放

射
性

液
体

廃
棄

物
の

放
出

量
を

年
間

の
希

釈
水

量
で

除
し

て
海

水
中

の
放

射
性

物
質

濃
度

を
計

算
し

て
い

る
（

海
洋

に
お

け
る

希
釈

は
考

慮
し

て
い

な
い

）
。

こ
の

海
水

中
の

放
射

性
物

質
濃

度
は

、
保

守
的

に
評

価
し

た
年

間
の

放
射

性
液

体
廃

棄
物

の
放

出
量

か
ら

設
定

し
て

お
り、

実
際

の
運

用
に

お
い

て
は

、
保

安
規

定
に

基
づ

き
放

出
前

タ
ン

ク
内

の
放

射
性

物
質

（
主

要
ガ

ン
マ

線
放

出
核

種
）

濃
度

を
サ

ン
プ

リン
グ

に
よ

り
あ

ら
か

じ
め

確
認

し
、
放

出
量

が
保

安
規

定
に

定
め

る
放

出
管

理
目

標
値

を
超

え
な

い
よ

う
、

ま
た

、
海

水
中

の
放

射
性

物
質

濃
度

が
法

令
に

定
め

る
濃

度
限

度
を

超
え

な
い

よ
う
希

釈
水

量
が

確
保

で
き

る
こ

とを
確

認
し

て
放

出
す

る
こ

とと
し

て
い

る
。

ま
た

、
2号

炉
海

水
ポ

ン
プ

等
、

1,
2
号

炉
に

お
い

て
希

釈
に

用
い

る
設

備
は

、
保

安
規

定
に

定
め

る
「そ

の
他

自
ら

定
め

る
設

備
」と

し
て

維
持

管
理

す
る

。

コ
メ

ン
ト

回
答

N
o.

1
3-

1-
13

放
射

性
液

体
廃

棄
物

放
出

時
の

希
釈

水
に

つ
い

て

海
洋

放
射

性
液

体
廃

棄
物

放
出

タ
ン

ク

排
水

モ
ニ

タ

取
水

口
（

1,
2号

炉
共

用
）

放
水

口
（

1,
2号

炉
共

用
）

海
水

ポ
ン

プ

循
環

水
ポ

ン
プ

周
辺

監
視

区
域

年
間

約
1.

54
×

10
7 m

3 （
２

号
炉

）

年
間

約
5.

25
×

10
8 m

3 （
２

号
炉

）

3号
炉

放
水

口
へ

【放
出

経
路

】

希
釈

海
洋
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